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深谷市教育委員会



 

 

平成２５年深谷市教育委員会第４回定例会 

 

 

 

日  時  平成２５年４月９日（火） 

      開 会 午後１時３０分 

      閉 会 午後２時２５分 

 

場  所  教育委員会 ３階 大会議室 

 

出席委員  委  員  長   田 中 章 子 

委員長職務代理者    西 倉 郁 夫 

      委        員   柿 沼 敬 一 

委        員   井 上 美佐子 

教   育    長   小 栁 光 春 

 

 

出席職員  教 育 部 長   島 崎   保 

      次     長   五十嵐 治 郎 

      次     長   大 澤 誠 一 

      次     長   植 竹 敏 夫 

      教 育 総 務 課長   佐 藤 靖 彦 

教 育 施 設 課長   古 川 邦 彦 

      学 校 教 育 課長   片 桐 雅 之 

      生 涯 学 習 課長   鳥 羽 政 之 

      図 書 館 長   伊 藤 茂 隆 

 

書  記  教 育 総 務 課   韮 塚 洋 明         

      課 長 補 佐    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 開会 

   委員長が開会を宣告 

 

２ 前回議事録の承認 

   第３回臨時会の会議録を全員異議なく承認。 

 

３ 会議録署名委員の指名 

   委員長が田中委員（１号委員）及び柿沼委員（３号委員）を指名。 

 

４ 会議の概要  

（１） 会議 

   ① 報告１ 平成２５年深谷市議会第１回定例会について 

    教育部長より報告 

   ② 報告２ 深谷市教育委員会後援に関する事務取扱要綱に基づく承認について  

    教育総務課長より説明 

   ③ 報告３ 専決処理の報告について  

    教育総務課長より説明 

   ④ 報告４ 専決処理の報告について 

    教育総務課長より説明 

   ⑤ 報告５ 専決処理の報告について 

    学校教育課長より説明 

⑥ 報告６ 平成２５年度「深谷市学校教育グランドデザイン」について 

    学校教育課長より説明 

⑦ 報告７ ふかや市民大学運営委員会委員の委嘱について 

    生涯学習課長より説明 

⑧ 報告８ 平成２５年度小学生学習支援事業「がんばル～ム」について 

    生涯学習課長より説明 

⑨ 報告９ 専決処理の報告について 

 生涯学習課長より説明 

⑩ 議事１ 平成２５年度深谷市教育委員会重点施策の策定について 

    教育総務課長より説明 



 

 

  発言の要旨 

① 報告１ 平成２５年深谷市議会第１回定例会について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教 育 部 長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

井 上 委 員  一般質問の給食についてですが、榛沢小学校、本郷小学校に

自校式給食場を建設し、暖かいものは暖かく、冷たいもの冷た

いまま食することができるようになるのは大変良いことだと思

います。そのときに、食に対する感謝の気持ち、食育の充実と

いうことで栄養教諭が関わってくると思いますが、自校式給食

場が建設された場合、栄養教諭は各校におかれますか、それと

も学校規模に応じて１人の栄養教諭が複数校をもつことになり

ますか。 

教育総務課長  自校式給食場のある学校には栄養教諭を１人ずつ配置するこ

とになります。学校規模によっては県で定められた基準に達し

ないため栄養教諭を配置してもらえないことがありますが、こ

の場合は、市費の栄養士を配置します。 

教 育 長  補足します。栄養教諭は、栄養に関する指導と管理を一体的

に指導すると鳴り物入りで導入したわけです。私の記憶では、

昨年度は県内で１４０～１５０名配置され、そのうち深谷に

は９名配置されました。今年も９名配置されています。つま

り、深谷市は県内で一番配置されています。その他には、市

費の栄養士が配置されていますので、非常に手厚くなってい

ます。 

井 上 委 員  自校にいらっしゃると、子どもたちにも良く、教科にも影

響しますので、そのようにしていただけるとありがたいです。 

 

 

② 報告２ 深谷市教育委員会後援に関する事務取扱要綱に基づく承認について  

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

   （質疑なし） 

 

 

③ 報告３ 専決処理の報告について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

   （質疑なし） 

 

④ 報告４ 専決処理の報告について 



 

 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

      （質疑なし） 

 

⑤ 報告５ 専決処理の報告について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

 

⑥ 報告６ 平成２５年度「深谷市学校教育グランドデザイン」について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   学校教育課長   （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

井 上 委 員  幼・保・小・中の連携は２年目に入っていますが、どの程度

連携が進んでいますか、また、内容的にはどうのようなことを

行っていますか。 

学校教育課長  深谷市には公立幼稚園１２園、民間合わせて３５の保育園

があります。昨年度は、年２回幼・保・小・中連絡協議会を設

けて、なめらかな連携について協議を行いました。幼稚園・保

育園は園長さん、小中学校は教務主任の先生に出席していただ

き、ギャップの克服のため一貫した指導体制の構築について話

し合いを進めました。話し合いについては、全体で連携につい

ての話し合いを行った後、中学校区に分かれて具体的な連携の

方法について話し合いを進めました。例えば川本地区では、す

でに幼・保・小・中・高だけでなく、青少年健全育成であると

か、自治会などの団体が集まって、ふるさと川本の絆継承委員

会という大きな組織を立ち上げ、地域社会が一体となって子ど

もたちを育てるという動きをしております。今年度は、これを

さらに進めて具体的な連携手段、地域で一体となって講演会を

実施しようとか、そういう具体的な動きのある第２ステージに

入っていきたいと思います。 

井 上 委 員  第２ステージに入るということですが、いま特別支援を必要

とする児童生徒が各教室で１割弱程度いますよね。そういう子

への支援が充実すると学級が落ち着いてくるということがあり

ますので、ぜひその幼稚園からの情報を小学校が受けて、小学

校からの情報を中学校が受けていくと、不登校とかいじめの問

題とかがなくなってくるのではないかと思いますので、ぜひそ

のあたりを教育委員会の指導で充実させていただきたいと思い

ます。例えば、定期的に、小学校入学後の４月が終わったあた

りで幼稚園の先生に来ていただいて、入学後の児童の変化した



 

 

姿を見ていただいて、そこで情報交換を行うなどすると、深谷

市の教育がより充実すると思います。 

教 育 長  補完しますと、深谷市では２年間にわたり県教育委員会と一

体となって特別支援教育体制整備事業というものをやりまし

た。小・中の連携が主なのですが、小１プロブレム、中１ギ

ャップ両方に手を入れて、様々な取組を行っています。その

なかで、私立も含めたすべての幼稚園・保育園で巡回相談を

行ってます。そうしたなかで、先生のおっしゃった軽度発達

障害の子について、それをどう小学校に情報提供して、すこ

やかな育ちをやっていくかということに取り組んでいますの

で、体制整備事業の発表が終わって中だるみすることなく気

を引き締めてやりたいと思っていますので、また事務局のほ

うにお願いしたいと思います。 

井 上 委 員  そのときは、特別支援を受けるようなちょっと気になる子

について、保育園、幼稚園はある程度隠さずに小学校に伝達し

てくれるのですか。 

教 育 長  深谷市は他市と違って、市の単独予算で学校福祉相談員を３

名配置しています。こちらは、臨床発達心理士と臨床心理士

です。この方たちが全部見て回っていて、必ず気づいた点に

ついては学校と情報共有しています。手厚くやっていますが、

それでも今は難しくなっています。 

 

 

⑦ 報告７ ふかや市民大学運営委員会委員の委嘱について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   生涯学習課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

      （質疑なし） 

 

⑧ 報告８ 平成２５年度小学生学習支援事業「がんばル～ム」について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   生涯学習課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

      （質疑なし） 

 

⑨ 報告９ 専決処理の報告について 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   生涯学習課長  （概要を説明） 

   委 員 長  本報告について、質疑はありませんか。 

      （質疑なし） 

 

⑩ 議事１ 平成２５年度深谷市教育委員会重点施策の策定について 



 

 

   委 員 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  議案第１３号「平成２５年度深谷市教育委員会重点施策の策

定について」、深谷市教育委員会が進める教育施策のうち、平

成２５年度に重点的に行う取組を定めたいので、この案を提出

するものであります。 

   委 員 長  本議案について、質疑はありませんか。 

井 上 委 員  深谷市の児童生徒の体力はどの程度でしょうか。 

学校教育課長  本市の児童生徒の体力でございますが、小１から中３まで

の学年中、埼玉県平均を上回るのが、平成２２年度には１学年

だけでしたが、２３年度は４学年、２４年度は７学年に増えて

おりますので、県平均に近づいています。ただ、柔軟性、ボー

ル投げ等の項目で弱い部分がありますので、それらの項目につ

いて重点的に取り組んでおります。また、５０メートル走チャ

レンジを行っていまして、これにつきましては市として児童生

徒に認定証を交付して、走力の向上に努めています。 

西 倉 委 員  ２４年度の重点施策の達成率と、それに２５年度の重点施

策がどのように連動しているか教えてください。 

教育総務課長  申し訳ございません。現時点では達成率は出ていません。

点検評価をおこないますので、そのなかで達成率を報告するよ

うに準備をすすめています。秋ごろになると思います。 

教 育 長  今年度からは、立志と忠恕の深谷教育プラン―深谷市教育振

興基本計画―をベースにやっていきます。そこには目標数値

がありますので、重点施策もその数値を参考にやっていくと

いうことですよね。 

教育総務課長  そのようにしていきたいと思います。 

井 上 委 員  深谷市のいじめ・不登校の現状を教えてください。 

学校教育課長  生徒指導に係る諸問題の現状ですが、不登校は２３年の数

値ですが、小学校が不登校３名、いじめ認知件数３件、暴力行

為０件でした。中学校は不登校８８名、いじめ認知件数６件、

暴力行為２１件でした。この数値は、小中共に平成２１年度か

ら減少傾向にあります。県の認知件数や不登校の出現率に比べ

ましても深谷市は下回っていますので、各学校の努力によるも

のだと、教育委員会では考えております。 

井 上 委 員  県より下回っているとはいえ、中学校の不登校８８名です。

これについては何か原因を捉えていますか。 

学校教育課長  不登校については、様々な要因が考えられます。小学校で

不登校の出現が低いとはいえ、小学校段階で欠席数が１０日以

上の者がかなり多くいます。そのため、小学校段階からの生徒

指導・教育相談が充実すべきであると考えています。それに伴

って小中連携シート等を活用しまして、小学校段階からの不登

校未然防止の施策を進めていきたいと考えています。 



 

 

井 上 委 員  連携というか情報交換が充実してくれば、そのあたりは少

し良くなると思います。 

もう一点、５ページの信頼される教職員の育成のなかで、

非常に充実した研修が計画されているようですが、指導力不足

教員への働きかけは、教育委員会としてはどうように行います

か。 

学校教育課長  指導改善が必要な教員につきましては、本市としては、本

年度１名の指導改善研修を進めてまいります。これについては

県と十分に連携を図りながら改善研修を行っていきたいと考え

ています。また、それ以外の教職員についても学校訪問等のな

かで、指導主事あるいは研究所の専門員等が先生方の授業を見

て、指導力の改善を図っていきたいと考えております。 

井 上 委 員  今は中間的な教職員が少ないですよね。採用後２～４年目の

教員も力をつけないと、次へつながっていかないと思いますが、

これらの教員への研修計画はありますか。 

学校教育課長  ご指摘いただいた課題は、各校長先生は十分把握しており

ますので、まず学校内において、ベテランと若手をつなぐ中間

職の教員を、校務分掌や研修会等で活用していこうということ

は、我々も働きかけしているところです。２年次研修、３年次

研修、４年次研修については、これから検討していきたいと思

います。 

井 上 委 員  市では、２年次研修はないわけですね。 

学校教育課長  はい、今現在は行っておりません。 

教 育 長  最初の指導不適切教員は、深谷市で１名小学校の教員を県に

申請し、判定委員会で判定し、職務命令で、命令研修を行っ

ています。それから、それに至らないレベルの、市レベルで

課題がある教員が２名小学校におります。子ども達にとって

担任は選べませんので、よく指導していこうとやっておりま

す。 

それから２つ目の、２年次研修です。１年、５年、１０年、

２０年は、法定研修等を含めきちっとありますが、まさにそこ

がスポイルされているところで、おっしゃるとおりです。２年

次研修が大事だということは、各所でもいわれておりまして、

残念ながら深谷市ではそこまでやっていません。ただ、初任者

が大量に配置されるようになっておりまして、１、２月の校長

会では、初任者を育てるということは、若手、中堅、ベテラン

の全部が自己啓発して、学校で総力をあげてやっていかなけれ

ばならないので、そこが現職研修の場でありますとお願いをし

ました。ただ、体系的にはやっていませんので、大きな課題で

あると思っています。 

井 上 委 員  ２年目から研修がなくなってぱっと離されたときに、学年

主任にしっかりとした方がつくとかなり力がついてくるのです



 

 

が、そのへんがうまく行かないと、止まってしまうんですね。

だから、２年目、３年目が非常に大切であると思います。 

教 育 長  大きな課題であると受け止めていますので、市レベルでで

きるものか、そのあたりも含めてまた検討していきたいと思

います。 

   委 員 長  本議案について、討論はありませんか。 

           （討論なし） 

           本議案について、採決をいたします。 

           本議案を原案のとおり決することに賛成のかたは挙手をお願

いします。 

           （全員賛成） 

 本議案は、原案のとおり可決、確定いたしました。 

 

 

委  員  長  本日の議事はすべて終了いたしました。 

         次回第５回定例会は５月１４日（火）午後１時３０分開会で

す。 

         以上で、平成２５年深谷市教育委員会第４回定例会を閉会

します。 

  


